
　※  総合開会式運営の視点による

○選手・監督・都道府県役員
（①5,000人）

○観覧者 （②最大15,000人）
　・大会役員
　・特別招待者
　・一般招待者
　・一般観覧者
　・視察員

　・報道員

○大会関係者
　・式典演技・出演者 （③最大5,000人）
　・実施本部員
　・ボランティア     　　　　　（④5,000人）
　・その他大会協力者

○観覧席が仮設スタンドを含
み、約30,000人（①+②+③+④）を
収容できる施設
※ 先催県の例
[観覧席数]
　・H27和歌山県：約19,000席
　・H28岩手県   ：約22,000席
　・H29愛媛県   ：約21,000席
　・H30福井県   ：約15,000席
[観覧者数]
　・先催県では、観覧者数に大きな
幅がある（概ね13,000～27,000人）
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○
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○最小限の参加で開会式開催が可能
なスペース

※先催県の例から、体育館でなくて
もよい
※必ずしも同一敷地内になくてもよ
い

会場外
で可
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○入場行進を終え、会場内
フィールドに整列するスペース

整列
待機所

○入場行進に備え、整列し待機
するスペース
※先催県の多くは補助競技場を活
用

控所
○拠点スペース
　(荷物置き場、着替場所等）

会場内
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補助競技場
内設置仮設

テント

○
総合球技場
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の
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※総合開会式会場に近接している
必要がある
※控所と兼ねることが理想

会場内

控所

○幅広い年齢層の出演者が長
時間(3～4時間程度)待機する必
要があるため、屋根や椅子の確
保が必要
※先催県では、会場内の施設(体育
館等)や近隣の学校等公共施設、隣
接したホテルの宴会場等にて確保

会場内
または
隣接地

　　　◇ 参加者数は、国体開催基準要項及び同細則や、先に開催した都県の実績を参考にした。
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○選手・監督・都道府県役員

会場内 ○
補助競技場

○
総合球技場

必要となる空間 利用者（人数） 空間イメージ等 設置場所
松本平広域
公園陸上競

技場
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○式典前演技者・オープニングプログラ
ム出演者

○
体育館
・メイン
・サブ

+仮設テント

○
体育館
・メイン

・スタジオ
+仮設テント

※１
「国民体育大会施設基準」では約30,000人を収容できる施設を基準としている。（2018福井大会では約15,000席）
スタンド席（固定席）で比較すると「松本平広域公園陸上競技場」6,500席、「長野オリンピックスタジアム」21,000席であるた
め、「松本平広域公園陸上競技場」の場合は仮設等によるスタンド設置を検討する必要がある。

※２
「2018福井国体」荒天時総合開会式概要
　・場所…フェニックスプラザ （福井県営陸上競技場との距離約５㎞）
　・参加人数…各都道府県役員・選手団２名以内

総合開・閉会式会場に求められる機能、規模等について

別 紙



○実施本部員の約半数
○一般観覧者

○実施本部員車両駐車場
※一般観覧者の乗り入れについて
は、道路交通事情及び駐車場の設
置状況に応じ、必要な制限を行うこ
ともある

会場内 ○ ○

○実施本部員の約半数、大会役員、特
別招待者等
　・計画バス(選手団、式典関係者等)
　・シャトルバス(一般招待者、一般観覧者
等)

※選手団の移動（特に「全国障害者
スポーツ大会」）を考慮すると、会場
内に確保することが望ましい

会場内 ○ ○

○実施本部員、大会役員、特別招待者
等

（松本市内）
・宿泊施設数：234　・客室数：6,105
（長野市内）
・宿泊施設数：196　・客室数：6,053
※衛生行政報告例による（H30.3.31現在）

会場地
及び

近隣市
町村

○ ○

○一般観覧者等

○国体スポンサー関連店のブー
ス(必須)
○開催県ＰＲ・物産販売や飲食
ブース

会場内
または
隣接地

○
球技場

○
芝生広場

○開会式の全来場者
○ＩＤ管理、手荷物検査所
※式典会場入場口前アプローチに
設置することが望ましい

会場内 

○ ○

○大会役員、行幸啓関係者
※スタンドやスタジアム内に確保可
能

会場内 ○ ○

○実施本部員、報道関係者

○実施本部員や報道関係者の
詰所、実施本部倉庫等
※会場内にプレハブ等で設置して
いる例が多い

会場内 ○ ○

長野ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ
ｽﾀｼﾞｱﾑ必要となる空間 利用者（人数） 空間イメージ等 設置場所

松本平広域
公園陸上競

技場

諸室

大会実施本部
ほか

※３
会場内駐車場の場合は、大型車・普通車ともに収容台数は、「松本平広域公園陸上競技場」が「長野オリンピックスタジア
ム」を上回っている。
　・松本：大型車104台（+臨時38台)、普通車2,006台
　・長野：大型車  22台、普通車800台

※４.
（参考：シャトルバス）
　・松本市で開催された「全日本中学校陸上競技選手権大会(H28)」では塩尻駅からシャトルバス(大会関係者用)を運行⇔
松本市広域公園陸上競技場
　・長野市で開催された「第72回国民体育大会冬季大会(ながの銀嶺国体)(H29)」ではホテル国際21、長野駅東口からシャ
トルバス(大会関係者用)を運行⇔ビッグハット

※３
駐車場

※４
バス乗降・転回場

宿舎

おもてなし広場

保安監察場
(ｾｷｭﾘﾃｨﾁｪｯｸ
ｹﾞｰﾄ)


